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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 20,769 13.7 3,270 18.2 3,367 23.6 2,329 22.8

29年3月期第2四半期 18,274 △0.2 2,767 22.6 2,723 13.2 1,897 13.2

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　3,522百万円 （44.0％） 29年3月期第2四半期　　2,446百万円 （480.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 99.08 ―

29年3月期第2四半期 80.36 ―

※平成29年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、１株当たり四半期純利益は、前連結会計年度の期
首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 57,635 42,485 73.3 1,796.30

29年3月期 53,975 39,224 72.3 1,659.20

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 42,234百万円 29年3月期 39,014百万円

※平成29年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、１株当たり純資産は、前連結会計年度の期首に当
該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00

30年3月期 ― 7.00

30年3月期（予想） ― 14.00 ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※平成29年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、平成30年３月期（予想）の１株当たり期末配当金に
つきましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に
関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,000 12.4 6,100 4.2 6,100 2.2 4,200 3.2 178.63

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※平成29年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、平成30年３月期の通期の連結業績予想における１
株当たり当期純利益につきましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、
その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 25,714,414 株 29年3月期 25,714,414 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 2,202,530 株 29年3月期 2,200,242 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 23,513,224 株 29年3月期2Q 23,617,326 株

※平成29年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期
中平均株式数は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半
期決算短信(添付資料)３ページ「連結業績予想などの将来予想情報に関する説明」をご覧ください。

２．当社は、平成29年６月28日開催の第151期定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成29年10月1日を効力発生日として、普通株式２株
につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。なお、株式併合を考慮しない場合と株式併合を考慮する場合の平成30年３月期の配当予想及び連結
業績予想は以下のとおりです。

　　（１）平成30年３月期の配当（１株当たり配当金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式併合を考慮しない場合　　　　　　　株式併合を考慮する場合

　　　　　第２四半期期末　　　　　　　　　　　　　７円（注）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14円

　　　　　期末 （予想）　　　　　　　　　　　　　　　７円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14円

　　　　　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28円

　　　　　　（注）第２四半期末の配当は、株式併合実施前の株式数に対して支払われます。

　　（２）平成30年３月期の連結業績予想（１株当たり当期純利益）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式併合を考慮しない場合　　　　　　　株式併合を考慮する場合

　　　　　通期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 89円32銭　　　　　　　　　　　　　　　　　　178円63銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、不安定な国際情勢など懸念材料はあったものの、雇用環

境や企業収益の改善などを背景に、個人消費や設備投資に持ち直しの動きが見られ、緩やかな回復基調で推移し

ました。

 このような状況の下、当社グループは国内外での新規市場の開拓や既存取引先との関係強化などを積極的に推

進するとともに、製造原価の低減、経営全般にわたる効率化を推進し、収益の向上に取り組んでまいりました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、汎用用途の酸化チタンや機能性用途の表面処理

製品の販売が引続き好調に推移しましたこと、またその他製品も概ね予想通りとなりましたことなどにより、売

上高は207億６千９百万円（前年同期比13.7％増）、営業利益は32億７千万円（前年同期比18.2％増）、経常利

益は33億６千７百万円（前年同期比23.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は23億２千９百万円（前年

同期比22.8％増）となりました。 

 

 当第２四半期連結累計期間のセグメント別の概況は次のとおりであります。（添付資料の９ページ「セグメン

ト情報」をご参照ください） 

 

酸化チタン関連事業 

 汎用用途の酸化チタンは世界的な需給逼迫状態にあるなか、塗料・インキ向けの販売は堅調に推移し、販売数

量、売上高ともに前期を上回りました。 

 機能性用途の微粒子酸化チタンは販売数量、売上高ともに前期並みとなりましたが、表面処理製品は化粧品向

けのインバウンド需要や輸出が好調に推移し、販売数量、売上高ともに前期を大きく上回りました。 

 以上の結果、当事業の売上高は111億８千５百万円（前年同期比10.0％増）となりました。 

 

その他事業 

 界面活性剤は主用途の洗剤等日用品向けが堅調に推移し、販売数量、売上高ともに前期を上回りました。ま

た、海外の連結子会社の販売も順調に推移し、売上高は前期を上回りました。 

 硫酸及び無公害防錆顔料は販売数量、売上高ともに前期並を維持しました。 

 導電性高分子薬剤はコンデンサ向けが堅調に推移し、販売数量、売上高ともに前期を上回りました。 

 倉庫業は保管量が増加しましたことにより、売上高は前期を上回りました。 

 エレクトロ・セラミックス製品はユーザーでの在庫調整はありましたが、売上高は前期並を維持しました。 

 以上の結果、当事業の売上高は95億８千３百万円（前年同期比18.2％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の資産総額は、576億３千５百万円（前連結会計年度末比36億５千９百万円増

加）となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が16億２千６百万円、投資有価証券が17億３百万円、それ

ぞれ増加したことによります。

 負債合計は、151億４千９百万円（前連結会計年度末比３億９千８百万円増加）となりました。これは主に、

支払手形及び買掛金が８億４千４百万円増加したことによります。

 純資産合計は、424億８千５百万円（前連結会計年度末比32億６千１百万円増加）となりました。これは主

に、利益剰余金が20億４千７百万円、その他有価証券評価差額金が11億８千４百万円、それぞれ増加したことに

よります。

 当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、営業活動によるキャッシュ・フローが、19

億９千７百万円の収入（前年同期比19億７千１百万円収入額の減少）となりました。主な要因は、税金等調整前

四半期純利益33億６百万円、減価償却費９億３千４百万円によるものであります。
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 投資活動によるキャッシュ・フローは、15億２千６百万円の支出（前年同期比５億３千万円支出額の増加）と

なりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出14億７千７百万円によるものであります。

 財務活動によるキャッシュ・フローは、３億２千１百万円の支出（前年同期比３億３千８百万円支出額の減

少）となりました。主な要因は、長期借入金の返済による支出２億８千万円、配当金の支払額２億８千１百万円

によるものであります。

 この結果、当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物残高は、前連結会計年度末より１億４千７

百万円増加し、127億６千１百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、平成29年５月12日に公表いたしました業績予想から変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,693 12,840 

受取手形及び売掛金 11,498 13,124 

商品及び製品 4,380 4,471 

仕掛品 535 487 

原材料及び貯蔵品 1,956 2,367 

その他 497 507 

流動資産合計 31,561 33,800 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,242 4,501 

機械装置及び運搬具（純額） 5,118 4,816 

その他（純額） 2,145 1,939 

有形固定資産合計 11,507 11,256 

無形固定資産 49 46 

投資その他の資産    

投資有価証券 10,067 11,770 

その他 812 783 

貸倒引当金 △23 △21 

投資その他の資産合計 10,857 12,532 

固定資産合計 22,414 23,835 

資産合計 53,975 57,635 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,859 4,704 

短期借入金 662 1,466 

未払法人税等 1,091 1,070 

賞与引当金 367 371 

その他 2,944 2,068 

流動負債合計 8,925 9,681 

固定負債    

長期借入金 1,055 204 

環境対策引当金 12 7 

退職給付に係る負債 3,188 3,212 

その他 1,569 2,042 

固定負債合計 5,825 5,467 

負債合計 14,751 15,149 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,855 9,855 

資本剰余金 6,766 6,766 

利益剰余金 19,204 21,252 

自己株式 △1,780 △1,784 

株主資本合計 34,047 36,091 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 5,104 6,288 

繰延ヘッジ損益 △42 △14 

為替換算調整勘定 116 71 

退職給付に係る調整累計額 △211 △202 

その他の包括利益累計額合計 4,967 6,143 

非支配株主持分 209 251 

純資産合計 39,224 42,485 

負債純資産合計 53,975 57,635 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 18,274 20,769 

売上原価 12,828 14,684 

売上総利益 5,445 6,084 

販売費及び一般管理費 2,678 2,813 

営業利益 2,767 3,270 

営業外収益    

受取利息 1 2 

受取配当金 77 95 

その他 34 28 

営業外収益合計 112 126 

営業外費用    

支払利息 16 13 

為替差損 134 － 

その他 5 16 

営業外費用合計 155 30 

経常利益 2,723 3,367 

特別利益    

投資有価証券売却益 22 － 

特別利益合計 22 － 

特別損失    

固定資産除却損 40 60 

特別損失合計 40 60 

税金等調整前四半期純利益 2,706 3,306 

法人税、住民税及び事業税 791 998 

法人税等調整額 △0 △34 

法人税等合計 790 963 

四半期純利益 1,915 2,343 

非支配株主に帰属する四半期純利益 17 13 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,897 2,329 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 1,915 2,343 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 907 1,184 

繰延ヘッジ損益 △26 28 

為替換算調整勘定 △366 △41 

退職給付に係る調整額 16 8 

その他の包括利益合計 531 1,179 

四半期包括利益 2,446 3,522 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,453 3,505 

非支配株主に係る四半期包括利益 △6 16 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 2,706 3,306 

減価償却費 938 934 

受取利息及び受取配当金 △78 △98 

支払利息 16 13 

売上債権の増減額（△は増加） 130 △1,614 

たな卸資産の増減額（△は増加） 665 △455 

仕入債務の増減額（△は減少） 359 842 

その他 2 △81 

小計 4,739 2,848 

利息及び配当金の受取額 78 98 

利息の支払額 △16 △13 

法人税等の支払額 △833 △935 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,968 1,997 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △967 △1,477 

投資有価証券の取得による支出 △6 △5 

投資有価証券の売却による収入 30 － 

その他 △51 △43 

投資活動によるキャッシュ・フロー △995 △1,526 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △73 231 

長期借入金の返済による支出 △337 △280 

非支配株主からの払込みによる収入 － 25 

自己株式の取得による支出 △1 △4 

配当金の支払額 △235 △281 

その他 △12 △10 

財務活動によるキャッシュ・フロー △659 △321 

現金及び現金同等物に係る換算差額 89 △2 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,402 147 

現金及び現金同等物の期首残高 8,461 12,614 

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,864 12,761 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

  該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
酸化チタン 
関連事業 

その他 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 10,166 8,107 18,274 － 18,274 

セグメント間の内部売上 

高又は振替高 
－ 260 260 (260) － 

計 10,166 8,367 18,534 (260) 18,274 

セグメント利益 1,687 1,076 2,763 3 2,767 

（注）１．セグメント利益の調整額３百万円は、セグメント間取引消去額によるものです。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
酸化チタン 
関連事業 

その他 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 11,185 9,583 20,769 － 20,769 

セグメント間の内部売上 

高又は振替高 
－ 256 256 (256) － 

計 11,185 9,840 21,025 (256) 20,769 

セグメント利益 2,233 1,033 3,267 3 3,270 

（注）１．セグメント利益の調整額３百万円は、セグメント間取引消去額によるものです。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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